
1

保護

クリーニング＆メンテナンス
適切に施工してお手入れをすれば、SPCフローリングは何

年もその美しい外観を保ちます。 最高の状態に保つために最
も重要なことの1つは、家の環境を安定させて適切な室内環境
を実現することです。 室温は 60° ～ 80°F、湿度は 30% ～ 50%
の範囲が年間を通じて推奨されます。 加湿器や除湿器の使用
が必要になる場合があります。

　施工直後に、施工プロセスによって生じた汚れや破片を除
去するための清掃をおすすめします。 乾いた掃除機でほこり
や破片を取り除き、清水で湿らせたモップまたは適切なビ
ニール床クリーナーを使用します。  予防メンテナンスの指示
に従ってください。

予防

定期的に掃除機をかける
　ほこり、汚れ、砂は床にとって最大の敵であり、早期に傷
が付く原因となる可能性があります。 早く剥がすほど、床の
磨耗が少なくなります。傷が付かない状態を保つために、毎
日掃除することをおすすめします。 掃除機に回転毛ブラシ)

が付いている場合は、取り除いてからご使用ください。

環境要因
　直射日光に長時間さらさないでください。日光がピークの
時間帯には、カーテンやブラインドを使用して 床への直射日
光を最小限に抑えます。ほとんどのタイプの床材は、継続的
な強い日光の影響を受けます。 さらに、過度の室温は床に
とって良くありません。空き家では自然換気や断続的な空調
を考慮する必要があります。 室内温度が35℃を超える状態が
長期間継続すると、床材が損傷する可能性があります。

毎週床を洗いましょう
　掃き掃除や掃除機をかけた後は、毎週または週に2回洗うこ
とをおすすめします。商業施設などの歩行量に応じて、 一部
の床ではより頻繁な洗浄が必要になる場合があります。マイ
クロファイバーまたはスポンジヘッドのアプリケーターと、
清水で湿らせたモップ (決して濡らさないでください) を使用
してください。アプリケーターは、 きれいな水の入った別の
容器で頻繁に洗い流してください。アプリケーターが汚れて
いると、他の部分に汚れが広がる可能性があります。 アプリ
ケーターから余分な水を絞り出し、残りの水が60秒以内に床
から蒸発することを確認します。 乾いたモップや布で残った
水分を取り除き、完全に乾燥させてください。

　床の汚れがひどい場合は、洗剤が必要になる場合があり
ます。 曇った残留物を残さないビニール製床材の洗浄専用
に作られたPH中性クリーナー (タイル&フロア クリーナー
など) を使用してください。 研磨剤入りのクリーナー、磨
き剤、ワックスなどは使用しないでください。 使用する前
に、新しい洗剤を床の目立たない小さな場所または予備の
板でテストしてください。

傷や擦り傷の予防と対応
　SPCフローリングは非常に傷つきにくいですが、傷や損
傷を付けないわけではありません。 床を新品のような状態
に保つために、傷や擦り傷を予防および対応するためのヒ
ントをいくつか紹介します。

・床プロテクター：既存の家具の脚の底にある金属または
硬質プラスチックのキャップを取り外し、 非研磨性のフェ
ルト床プロテクターと交換します。 プロテクターを定期的
に掃除して、入り込んだ汚れや砂を取り除きます。 重い家
具には、汚れのつかない大型のレスト/床プロテクターを装
備する必要があります。 重い家具や家電製品を床の上で滑
らせたり、転がしたりしないでください。 重い商品を移動
する場合は、家具台車を使用するか、1/8インチのメソナイ
トシートを商品の下にスライドさせて床の損傷を防ぎま
す。

・ウォークオフマット：屋外エリアから入るドアに汚れの
ないウォークオフマットを置き、泥や砂などを減らしま
す。 裏地が非ゴム製/通気性のあるマットを選択してくだ
さい。

・エリアラグ：SPCフローリングには、天然の裏地を使用した
エリアラグのみをお勧めします。 床を傷つけたり変色したり
する可能性があるため、ゴムまたは研磨剤の裏地が付いている
ラグは避けてください。

・犬と動物のケア：ペットの爪は切っておいてください。
犬やその他の動物が家の中を走り回ると、仕上げ材に傷が
付く可能性があります。

・擦り傷の除去：頑固な擦り傷は、多くの場合、テニス
ボールまたは鉛筆消しゴムを使用して除去できます。 板の
長手方向に優しくこすります。

・傷の修復：床に表面の傷がついた場合は、傷の程度に応
じて、板の交換も選択肢となります。 ただし、市場にはい
くつかの傷修復キットがあり、多くの住宅所有者が表面の
傷を処理するのに役立つと考えています。

  SPCフローリング　
メンテナンスガイドライン
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取り扱い方

おすすめなやり方

やってはいけないこと

•研磨剤入りのクリーナーを使用すること。
•鋭利な木製の脚や金属製の家具の脚を引きずると、床に傷
がついたり凹んだりする可能性があります。

•直射日光に長時間さらされると、床が変色したり傷んだり
することがあります。

•植木鉢や花瓶を床に直接置きます。
•他のたわしにはスチールウールを使用すること。
• 1/8インチのメソナイトシートで保護したり、家具の下に
家具台車を使用したりせずに、 重い家具や家電製品を床
の上で滑らせたり転がしたりすること。

•キャスター付きの椅子をご利用ください。キャスターホ
イールは、 時間の経過とともにSPCフロアに損傷を与える
可能性があるため、おすすめません。

シミや汚れのクリーニング

　SPCフローリングには非常に耐久性があり耐摩耗性の高い
トップコートが施されていますが、 酸性の液体やその他の刺
激の強い物質を誤ってこぼした場合はシミや変色が発生する
可能性があります。 このような場合は、できるだけ早く湿ら
せたモップでそのエリアを掃除してください。

 頑固な汚れの場合は、バケツのお湯に食器用洗剤またはヘア
シャンプーを数滴垂らし、 湿らせたモップまたは清潔な布で
その部分を拭きます。きれいな水で対象箇所を洗い流してく
ださい。

　マスタード、ケチャップ、トマトソースなどの食べ物の汚
れは、多くの場合、重曹と水のペーストを作ることで除去で
きます。 汚れがきれいになるまでペーストで優しくこすりま
す。きれいな水で対象箇所を洗い流し、乾燥させます。

　消毒用アルコールまたはミネラル スピリットは、 絵の具、
マーカー ペン、クレヨン、口紅、染毛剤などによる頑固な汚
れを取り除くのに役立ちます。 綺麗なな布に少量ずつ塗布
し、その部分を優しくこすります。液体を床に直接かけない
でください。 終了したら、適切な床クリーナーでエリアを掃
除し、残留物を取り除きます。

注意：新しい洗剤と同様に、使用する前に、予備の板また
は床の目立たない場所 (クローゼットなど) で製品をテスト
してください。

一般的なメンテナンスのヒント

犬と動物の世話
　爪は切っておいてください。犬が家の中を走り回ると、ど
んな仕上げ材でも傷付けてしまう可能性があります。 ペット
の水皿と床の間にマットを敷いてください。

エリアラグの裏地
　ビニール床に安全なのは、天然の裏地（フェルトなど）を
備えたラグのみです。床を傷つけたり変色したりする可能性
があるため、ゴムや研磨剤の裏地が付いているラグは避けて
ください。

フロアプロテクター
　研磨剤の入っていない、フェルトの裏地が付いた製品が最
適です。ゴムや硬質プラスチック製品は床を傷つけたり、変
色する可能性があります。

擦り傷の除去
　湿らせた布を使って擦り傷を取り除くことができない場
合、頑固な擦り傷は多くの場合、 テニスボールや鉛筆消しゴ
ムを使用すると取り除くことができます。板の長手方向に優
しくこすります。

•定期的に床を掃除したり、モップをかけたり、掃除機をか
けたりしてください。 硬い表面用に設計された掃除機を使
用してください。 掃除機に回転毛ブラシが付いている場合
は、使用前に外す必要があります。

•液体がこぼれた場合は、すぐに布またはペーパータオルで
拭き取ってください。

•適切な床クリーナーを使用してメンテナンスしてくださ
い。

•重い家具の下にはフェルトプロテクターや家具コースター
を使用してください。

•カーテンやブラインドを閉めて、直射日光が当たらないよ
うにしてください。

•年間を通じて室温 (15.5℃ ～ 27℃)  を維持してください。
• 部屋/建物の相対湿度は年間を通じて 30% ～ 50% に維持し

てください。
• 冬に氷や雪が降る地域では、塩分や砂利に対する特別な保

護が必要になる場合があります。
• 砂、土、砂の追跡を防ぐために、出入り口、屋外、屋内に

マットを置き、敷物を敷いてください。
• クリート、スポーツシューズ、ハイヒールは床の表面をへ

こませる可能性があることに注意してください。
• 水をキャッチするために、キッチンのシンクの前にエリア

ラグを置きます。
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メンテナンス方法の最新情報については、当社の Web 
サイト WWW.LUXE-KEN.CO.JP をご覧ください。

ご質問やご不明な点がございましたら、LUXE建材
のお客様センターまでお連絡ください。

お客様センター
customerservice@luxe-ken.co.jp

更新日: 2024/03/08

床の清掃

　洗浄プロセス中は、アプリケーターをきれいな水の入った
別のバケツで頻繁にすすぎます。 アプリケーターが汚れてい
ると、汚れが他の部分に広がり、縞模様や曇りが発生する可
能性があります。 覚えておいてください: 湿らせた (決して濡
らさない) アプリケーターを使用してください。 余分な水を
絞り出し、1分以内に床から残留水が蒸発することを確認して
ください。

　適切なクリーナーを使用してください。石鹸ベースの洗剤
や研磨剤入りクリーナーは使用しないでください。 ビニール
製床材に推奨されているクリーナーを使用してください。床
をこすらないでください。 柔らかいヘッドのモップまたは布
を使用してください。研磨剤入りたわしやスチールウールは
絶対に使用しないでください。

床の表面を保護する
　表面を損傷する可能性があるため、「ボール」タイプの
キャスターを床に直接使用しないでください。 かかとが傷つ
いたハイヒールの靴は床を傷つけたり、傷つけたりする可能
性があります。 電化製品などの重量物を移動する場合は、床
の損傷を防ぐために、1/8インチのメソナイトシートを重量物
の下にスライドさせてください。

洪水
　洪水により床が過剰な量の水にさらされた場合でも、SPC
板の表面は防水性があります。 できるだけ早く水を取り除い
てください。部屋の湿気レベルを通常に戻すために、 すぐに
除湿器をオンにする必要があります。以前の通常の湿度レベ
ルを下回って部屋を乾燥させないでください。




